平成２８年度事業報告書

１）本部
今年度は、社会福祉法等の一部改正で、所轄庁の支持のもとに理事、評議員、監事のあ
り方について定款の変更をおこないました。
また、新たに評議員選任・解任委員を選出し、評議員選任・解任委員会において平成２９年
年度の評議員を選任しました。執行機関である理事会と議決機関である評議員会が国民の
信頼を得続ける社会福祉法人の経営を支えていく組織として機能していきます。
平成１２年に社会福祉事業法が社会福祉法に改められ「措置」から「契約」へ変わりました。
そのために「選ばれる施設」にならなければならないと「運営」から「経営」への転換が求めら
れ市場原理の導入により効率化を実施し、「競争」の世界で使命を果たしていくために、財
政面を中心とする経営基盤の強化、特に経営の効率化をおこなってきました。しかし、その
一方で公益事業をＮＰＯ法人等が行うことで、社会福祉法人の公益性が見えにくくなり、存
在意義が国民に理解されにくい状況になってきています。
今後、私どもは、社会福祉法の改正に沿って、社会福祉法人としての「公益性」を発揮し、
使命を果たし国民からの信頼を得るための経営を行っていきます。
特別養護老人ホームにおいては、ショートステイ定床化による施設入所定員の増加で安定
した利用者確保が出来ています。　
デイサービスでは、有料老人ホーム建設に伴い、利用者は増加したものの介護度が高い
方が増え、シルバーカーや車椅子を使用される方が多く、施設の手狭さが課題になってき
ました。　そこで、今年度、ご利用者が快適に過ごしていただくためにデイサービ施設拡張
工事をおこなっています。
ホームヘルプサービスでは、有料老人ホーム建設に伴い、身体介護サービスを利用する
方が増え収益はアップしましたが、まだまだ赤字です。　
ケアマネージメントサービスでは、職員３名体制をとっており、赤字経営が続いていますが
地域の福祉ニーズに素早く対応するためには、人材の確保は必要であり、今後の経営にも
プラスになるものと思われます。
ケアハウスにおいては、入所待機者は少ないものの常時、数名の待機者はあり稼働率は
９６％を超えています。
障害者相談支援事業所は、職員確保の困難さ及び専門性の問題から他の障害者施設

相談支援事業所へ業務を引き継いでいただき、事業所の廃止をいたしました。
有料老人ホームにおいては、２３室中１３室の稼働で、入居者の確保が喫緊の課題です。

ただ、人員体制上介護度の高い方の対応が難しく、入所者を募集する上での問題となって
います。
人材育成面については、ご利用者に安心安全で、信頼される施設となれるよう、職員の質
の向上をはかるため、職場外研修の機会を数多く設けました。　

平成２８年度主な事業実施状況報告

運営面　　　  理事会４回（５月２４日　８月５日　１月２７日　３月２２日）
評議員会３回（５月２４日　　１月２７日　　３月２２日）
評議員選任委員会（３月２７日）
監事監査　1回　（５月１３日）
農林水産省会計検査（１２月６日）　有料老人ホーム
第３者情報公開（１月２５日）
人材確保　　 ２名（中途採用）
施設整備　　 デイサービス拡張工事及び有料老人ホーム間渡り廊下工事（着工）
　　　　　　　　 特別養護老人ホーム８号室の和室をフローリングに改修　
　　　　　　　　 ケアハウス空調工事、施設照明LED入れ替え工事、駐車場センサーライト設置
主な行事　　 運動会　敬老会　クリスマス会　誕生会　秋祭り クリスマス会　新年会　
　　　　　　　　 クラブ活動　物故者供養　バスハイク　お茶会

広　　報　　　 在宅版発行・デイサービス月例便り発行

防火対策　　 昼間避難訓練実施　４月２７日　夜間避難訓練実施　１０月１７日
　　　　　　　　 消火器使用消火訓練実施　４月２８日　防火定期点検実施　年２回

　　　　　　　　 非常放送設備保守　電気設備点検(月次点検実施)
　　　　　　　　 消防署立ち入り検査（２月２１日）
環境対策　　 合併処理施設放流水透視度点検（月２回）害虫駆除　年２回

　　　　　　　　 浄化槽検査及び清掃実施　園内草刈清掃実施　受水槽清掃
　　　　　　　　 浄化槽法定検査（１２月２２日）
衛生対策　　 飲料水の水質検査実施（１月１９日）
レジオネラ菌の定期検査（３月２７日　９月１２日）

　　　　　　　　 ﾍｱｰｷｬｯﾁｬの洗浄殺菌消毒実施

面　　会　　　 家族の方へ各行事の案内と面会依頼
預り金管理　 月毎に確認管理を行い４半期毎に実績を報告
人材育成　　 延２０６名を外部研修に参加させました　　　　　
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２)特別養護老人ホームすみれ園
重点実施項目についての状況・結果報告
1． 日常生活の援助　　
平成２７年度４月より特養の新規入居者は原則要介護３以上の高齢者に限定され、在宅
での生活が困難な中重度の要介護者を支える施設としての機能に重点化することとなりま
した。　
また、町内で介護施設が設立され、以前に比べ老老介護世帯や独居世帯に関わる件数
が減少しました。利用者が軽度の状態から利用した施設を中度重度となっても、そのまま馴
れたところを利用していくパターンが増えました。このことにより入所の待機者やショートステ
イの利用者数が減少しています。

また、平成２８年度より、ショートステイの定床化で、定員が６０名となり、入所定員が１０名
増加し、１年間の入所者が２９名、退所者が２２名となり、入退所の手続きに追われる結果
となりました。新規入所者は病院からの入所が３１％、特老のロングショートからが４１％、
他福祉施設からが１４％、自宅からの入所が１４％。要介護度は５６．９％が要介護４，５、
３７．９％が、要介護３でした。昨年より要介護４，５の方の割合が減少、要介護３の方の割
合が増加し、要介護度平均値は、３．７となっています。身体が元気で認知症状が進行し
た方々の精神的援助、身心の低下による日常生活全般の援助、また胃瘻造設者は１名
となりました。
（短期入所者数は別紙記載報告）…利用率は、７１％。昨年の利用率５０％より増加。
　２．行事

　　行事を通して入居者へ適度な精神的刺激を受けていただくように努めました。

　　誕生会や季節の行事、喫茶の日等の月間行事は行うことができました。

　　レクリエーションは職員の産休や長期休暇などによる人員不足で取り組むことが出来ません
でした。

　（各行事については別紙に記載報告）
　３．地域交流と社会参加の場つくり

　　運動会、秋祭り、敬老会、町内外サークル慰問等により地域交流社会参加の場つくりが出来

　ました。

　（ボランティア、研修の受け入れ等については別紙記載報告）
　４．広報活動

　　広報誌を２回発行する予定でしたが、現在、発行できていない状況です。

　　今後は、広報活動としてホームページの活用も検討が必要かと思われます。

　　運動会、敬老会、秋祭りのご案内や担当介護員からの賀状等を送付しました。
　５．防災活動

　　Ｈ２8．４．２７・・・・・・・昼間避難訓練

　　Ｈ２8．４．２８・・・・・・・消火器使用消化訓練実施

　　Ｈ２8．１０．１０・・・・・・原子力災害避難訓練

　　Ｈ２8．１０．１７・・・・・・夜間避難訓練実施

　
　６．感染症対策

　　入居者職員の感染予防対策として、年に1回の胸部レントゲン撮影、インフルエンザの予防

　接種を行い日々の手洗いや嗽の励行、入居者の口腔ケアに努めました。また、感染症予防

　対策委員会ではノロウイルス感染予防の為の嘔吐物処理の物品、手順の確認、学習会を

　行ないました。

　　また、手洗いについて十分行われているか、保健所より手洗いチェッカーを借用し、各自洗

　い残しがないかの確認を行いました。
　　食事前の手拭き、消毒の徹底や食後に新しいお絞りを提供し清潔保持にもつとめました。

　　インフルエンザ感染予防の為３月末までマスク着用、職員通用口の体温計、手指消毒を行い

　ました。
　

　７．事故防止対策

　　１年間の統計結果として、事故発生の時間帯は人員不足による見守り不十分な時に転倒転

　落につながる事が多く、休憩時間や入浴介助時間の１３時～１５時、７時～９時が多かった

　です。　事故を未然に防ぐために離床センサーや足元センサーを使用しているが、夜間の事故
は減少はしているが０ではないです。

　発生場所としては、居室が一番多く次にコーナー付近、死角になる所が多くみられました。事
故の内容は転倒が多く、次に皮膚剥離が多かったです。入居者の予測できない行動で起きた事
故もりましたが、見守り不足や不適切な介助方法により起きたケースもありました。

　事故と発生時刻との関係では、職員の配置との関連性が高いといえます。

　以上のことから、入居者個々の日常生活動作能力を把握して、起こりうる事故に対して意識し

　ながら介護にあたることが大切との反省点がありました。

　事故を未然に防ぐためヒヤリハットの活用、ヒヤリハットを書ける環境つくり、職員の意識付が必

　要です。事故には何らかの原因が潜んでいる為、詳しく分析し対策を講じなければいけませ

　ん。その背景の一つに、外的要因、人員不足などが挙げられ改善、検討が必要です。
　８．高齢者虐待防止対策

　　　年２回高齢者虐待について介護員会議で研修会を行いました。

　　第三者からみて、虐待と囚われかねない介護を改め考え、相応しいのか介助や対応の仕方
を見直し検討会をおこないました。
　　　高齢者虐待と身体拘束禁止の関係性について考察を行いました。

　９．夢かなえについて

　　　入居者本人やご家族から意向があったことに対しては取り組むことができましたが、スタッフ

　　の長期休暇により、なかなか積極的に取り組むことが出来ませんでした。
（内容は別紙記載）
　１０．家族との交流について

　　　入所時には積極的な面会をお願いし、遠方在住のご家族に対しては広報誌等の送付によ
　　り生活状況をお伝えしてきました。行事の中でも運動会はご家族の参加が一番多く入居者、
職員が一つになって盛り上がる交流の場となっています。
１１．その他
慰問、ボランティア、実習受け入れ等については別紙に記載報告
平成２８年度実習、慰問、ボランティア、受け入れ一覧
　　５月　　運動会（佐賀農業高校７名、杵島商業高校６名、緑生館２名）

　　７月　　北陵高校実習　１名　ハンドベル演奏１０名

　　８月　　大町中学校職場体験２名、緑生館　社会福祉実習２名、北陵高校実習１名

　　　　　  佐賀農業高校清掃ボランティア１４名　

　　９月　 　敬老会　（ひじり　琴好会８名）　佐賀大学介護体験実習１名
　10月 　浮立１５名（お供日）

　　　　　　　秋祭り（婦人会１０名、中島区浮立　１６名、ときわひょっとこ会７名、緑生館１名、

　　　　　　　牛津高校４名、杵島商業高校１２名、大町中学校吹奏楽部１５名

　　　　　　　一般ボランティア１名）　北陵高校ボランティア１名

　11月　　　社会福祉委員清掃ボランティア７名、北陵高校実習１名

　12月　　　クリスマス商工会ボランティア10名　北陵高校実習１名　

　　　　　　　北陵高校ボランティア２名　大町中学校清掃ボランティア１０名

　　　　　　　佐賀農業高校清掃ボランティア8名　
　　3月　　介護職員初任者研修（牛津高校２名）　物故者供養（西福寺、2名 檀家さん6名）

　　　　　　 西九州大学事前体験学習１名
	月
	利用ベッド数
	ベッド利用率
	1日利用平均

	4


	296　床


	99%


	9.9　床



	5


	241　床


	78%


	7.7　床



	6


	292　床


	97%


	9.7　床



	７


	265　床


	85%


	8.5　床



	８


	201　床


	65%


	6.5　床



	９


	155　床


	51%


	5.1　床



	１０


	140　床


	45%


	4.5　床



	１１


	135　床


	45%


	4.5　床



	1２


	196　床


	63%


	6.3　床



	1


	193　床


	62%


	6.2　床



	2


	242　床


	86%


	8.6　床



	３


	236　床


	76%


	7.6　床



	
	
	
	

	平均


	216　床


	71%


	7.0　床




特別養護老人ホームすみれ園（ショートステイ利用実績）

平成２８年度夢かなえ
　

	月日


	場　　所


	内　　容



	１１月１７日
	伊万里の実家跡
	実家の鰻屋の話をよくされており、本人様も御家族様お一度帰りたい、見せてあげたいと希望があって夢叶えを実施する事となる。　すでに店はなく跡地ではあるが、気分転換も兼ね御家族様2名、職員1名同行する。　　　　　　車からは降りられず御家族持ち込みの果物を食べたり、景色を眺めたりされ、本人様、喜ばれていました。
御家族様も連れてくることができ大変良かったと喜ばれていました。



	１１月２５日
	ゆめタウン武雄
	誕生日のお祝いも兼ねて外出したいとの希望があって夢叶えを実施する事となる。
衣類、日用品、手芸品を購入される。又店内の飲食コーナーで自分が好きな軽食を食べられ満されていました。　来年もまたお願いします。との希望がありました。
職員1名同行する。



平成２８年度行事
特別養護老人ホームすみれ園
	４月１０日


	喫茶（お花見パーティー）


	１０月２日


	誕生会(9月生　誕生者5名)



	４月２４日
	誕生会（誕生者１名）

つつじ見学（歌垣公園　）


	１０月２３日
	誕生会（誕生者６名）



	５月　６日


	母の日（55名）

誕生会（誕生者１名）


	１１月２０日
	喫茶(お好み焼き)


	５月１５日


	喫茶（抹茶ロールケーキ）


	１１月２０日
	バスハイク（紅葉見学）


	５月１９日


	バスハイク（足湯・アイル）


	１１月２７日


	誕生かい（誕生者7名）



	５月２９日


	誕生会（誕生者8名）

	１２月１８日


	誕生会（誕生者1名）


	６月１５日


	バスハイク（紫陽花見学）


	１２月２８日


	餅つき



	６月１９日


	父の日（7名）


	１月　１日


	お屠蘇会



	６月１９日


	喫茶（フルーツポンチ）


	１月１９日


	初詣（八坂神社）



	６月２６日


	誕生会（誕生者4名）

	１月２２日


	喫茶（ナポリタン・フランクフルト）


	７月　３日


	七夕祭り


	１月２９日

2月7日


	誕生会（誕生者９名）



	７月１２日


	慰問(ハンドベル)

	２月　５日


	節分・豆まき



	７月１７日


	喫茶（甘食・バナナスムージー）

	１月２９日

2月7日

2月26日


	誕節分・豆まき



	７月３１日


	誕生会（誕生者２名）

喫茶（スイカ割）


	２月５日
	誕生会（誕生者８名）



	８月１０日


	花火大会

	３月　５日


	雛祭り


	９月１８日


	喫茶（ケーキ）


	３月２３日


	物故者供養



	９月２２日


	バスハイク（彼岸花）


	３月２６日


	誕生会（誕生者3名）



	９月２７日


	大町町敬老会（3名出席）

	
	


　すみれ園（給食管理）

　業務報告

１．食事提供について

第１に、一日３回の食事提供を行い、第２に入所者に楽しく満足した食事をしていただく
為に、毎週水曜日と金曜日の夕食にセレクトメニューを行い、２8年度は合計１０6回実施し
ました。
第２に行事食としまして祭日等に即した小イベント食と、季節の御膳、おでん会等の大イ
ベント食を取り入れ、食事により季節感と生活の変化を味わっていただき、２8年度は大小の
イベントを合わせて合計４3回実施しました。

第３に、入所者の誕生日には、その方の希望メニューを献立に取り入れ、給食からのプレ
ゼントとして、入所者の方に食べていただきました。

第４に介護職員と共同で月に１度喫茶を行い、手作りおやつを提供しました。

第５に、個別対応食として、個々人の身体状況に合った食事を看護師、介護職員、栄養
士の話し合いのもと提供しました。また、血液検査、体重測定等の結果のもと、栄養状態の
思わしくなかった方には、栄養補助食品等で対応し、栄養状態の改善に努めました。　　　　　　　　　

第６に、食事をされない方に対し、看護師、介護職員、栄養士の話合いのもと、本人様が
希望される、又嗜好に合うような料理・嗜好品等を提供し、少しでも召し上がっていただける
よう努めました。

第７に、食事形態について、刻み食の提供を改善しようと一部ゼリー食での提供を行いま
した。徐々に味や形状は安定して提供できるようになりました。

２．調査について

第１に入所者の個人別食事摂取調査を毎食介護員等の協力のもと実施し、それをもとに
月平均を出し、問題のある方については給食委員会で改善出来るよう検討しました。

第２に残菜調査については毎食後主食と副食に分けて計量し、記録しました。

第３に嗜好調査を行い、献立作成の参考にしました。

３．衛生について

第１に厨房内の清掃は常に心がけ、月2回のフード清掃、グリーストラップ清掃と年２回の
大掃除も含め、努めました。

第２に厨房内の水質検査は朝・夕（就業前と後）に実施し記録しました。

第３の検便については、調理従事者は毎月１回実施し、そのほかの職員については食中
毒予防と健康診断をかねて年４回（６・９・１・３月）実施しました。

　※施設長・在宅ケアマネージャー・支援・事務職員は３月、９月実施

４．サービスの課題

食事については、給食委員会、嗜好調査等での意見を参考に、入居者様・利用者様に
満足していただけるように努めました。「食べることが一番の楽しみ」ということをよく聞きます。その期待に応えることができるように、今後も栄養士・調理員協力のもと、美味しく、見た目も良く、量も満足で、四季を感じることのできるような献立になるように努めます。食事形態別においては、刻み食やミキサー食への対応として、ゼリー食を展開していますが、調理員もだんだん作業に慣れてきており、味や硬度の安定も良くなってきました。まだ全献立で実施とまではいきませんが、少しずつでも増やしていけるように今後も努めます。ただ、ゼリー食を実施するようになってわかったことですが、嚥下上ゼリー状のものが合わない方もいらっしゃいます。そのような方に対しては、現状として、食事形態で分け、さらに個別で分けて対応していますが、作業的には大変になっています。大変だということは失敗につながるリスクも高いので、栄養士、調理員での情報共有を確実にし、調理の向上を目指し、今後も安全に提供できるように努めていきます。
入所者様・利用者様は、高齢に伴う身体レベルの低下や認知症の進行により、嚥下状態の低下、食事に対する意欲の低下がみられる方等様々いらっしゃいます。今後も他職種と連携しながら、状態把握、血液検査結果、体重測定結果に基づき、個々に応じた食事形態・食事内容で提供をしていきます。また日々の残菜調査の結果、嗜好調査の結果等を基に、入所者様・利用者様にとって美味しく安心で安全で元気になる献立になるよう努めます。
人員についてですが、調理員は委託ですが、人員不足が続いています。委託会社の方には掛け合っていますが、なかなか安定した人員供給とはならない状況です。先述にもありますが、「食べることが一番の楽しみ」という期待に応えるため日々邁進しています。そのためにも、人員の確保が重要です。委託先の選定等も今後の課題となります。

特別養護老人ホームすみれ園（医務）
　毎日のバイタル計測
　・健康診断
　　ホームと長期ショート利用者の結核検診　　　　　　　　　　　　　　　・・・年１回
　　ホームと長期ショート利用者の血液による内科検診　　　　　　　　　・・年１回
　　入所者の体重測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・週１回
　　入所者の検尿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・年１回
　　全職員の健康診断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 夜勤者　・・・年２回　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 夜勤者以外　・・・年１回
　・リハビリ
　　音楽　生活リハビリの実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・毎日
　・予防
　　１　インフルエンザ
　　　　予防接種の実施（対象者はホーム入所者・ショート利用者・職員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　施設利用者によるインフルエンザ罹患者数　　　　ホーム入所者・・・・　０名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ショート入所者・・・　０名
　　　　　職員の罹患による出勤停止者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　５名
　　　　　職員のご家族（同居）が罹患し、タミフル服用で出勤　　　　　　　・・・　９名
　　２　嘔吐・下痢症
　　　　　施設利用者による嘔吐・下痢罹患者数　　　　　　　　　　　　　　　・・・　０名
　　　　　職員の罹患による出勤停止者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　１名
　　　　　職員の家族による出勤停止者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　２名
　　３　その他の感染症による出勤停止者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　０名
　　４　職員の麻疹ワクチン接種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象者なし
　・入院者数　　　　　内科（９名）整形外科（１名）脳神経外科（3名）精神科(1名)　
　　　　　　　　　　　　　計１４名の方が入院生活を送られています
　　　　　　　　　
　・２８年度の死亡者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホーム　・・・１７名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ショート（長期一時入所者） ・・・　０名
　（施設内での看取り者数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　・・・１４名
　その他　入院治療希望でホーム退所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　３名
　・施設内研修
　褥瘡予防研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ 年３回
　褥瘡予防対策委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　　隔月
　感染症予防対策委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・　 隔月
　衛生管理委員会全体研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ 年２回
　衛生管理委員会（臨時）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　年１回
　誤嚥・看護師不在時・夜間緊急時の対応に対する研修　　　　　　　　　・・　年２回
ターミナル研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　年１回
　・施設外研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・ 　７件
３）デイサービスセンター　すみれ園
平成２８年度の実績として、年間サービス実施日数３１２日（前年度３１２日）、延登録人員

６３９７名（前年度５６３２名）に対し、延実利用人員は５７２０名（前年度４９５０名）で1日平均

１８．３名（前年度１５．９名）利用率は８９．５％（前年度８７．９％）となりました。
平成２７年４月に有料老人ホームすみれ園が開設後は、２７年度、２８年度と徐々にです
が利用者の増加傾向にあります。しかし、前年度同様、周辺地域の他事業所（同業者）の
影響で、外部からの新規利用者獲得については、なかなか実績が上がらないのが現状で
す。
利用者については、高齢化率の上昇と、認知症を患う方の増加で全体的に介護度も高く
なって来ています。特に要支援者は極端に減少し、通所介護でありながら、介護度３～５の
方も増加が目立ちます。又利用者一人一人に対する介護量も増えて来ました。
介護度が重い方は、一度体調を崩し入院されると在宅復帰が難しく、長期利用に繋がりま
せん。現在のデイサービスは、要支援者のような元気で意欲的な方と重度の要介護者との
差が激しいのも現実です。
認知症の方については、症状は様々ですが、中には精神状態の不安定さから日々他の
利用者一人一人に応じた対応が出来るよう、状態把握に努めてきました。
毎年改善出来ない事の1つに、行事のマンネリ化がありますが、利用者の状態に差があり
過ぎて内容の見直しが出来なかった事は反省点です。又今まで意欲的に取り組んでおられ
た手工芸も高齢化により出来る方が少なくなりました。午後はベットやソファーで過ごす方も
増えました。今後は状態が低下された方でも参加出来るような内容の検討が必要になります
その中でも、月に数回の集団レクリエーションについては好評で、毎回思考を変え取り組み
ました。又個人の意思を尊重し、希望に応じた趣味活動の支援も行いました。軽体操を含
むリハビリ体操や音楽リハビリについては、毎日プログラムを変え実施しました。
継続する事で身体機能を維持出来ておられる方も多く、また、実際向上された方もおられる
為、引き続き利用者に飽きが来ないような工夫に努めます。　
食事については、例年通り管理栄養士の協力のもと、利用者一人一人に嗜好調査を実
施し、満足して頂けるような食事の提供を行いました。特に月に1度の行事食は大変好評
でした。今年度は、食事摂取の半介助又全介助の方が増えた事で、重度の方に追われ、
その他の利用者への目配りが足りなかったように思います。食後の歯磨きを勧め口腔内清
潔に努めました。
入浴については、常に利用者の安全と身体清潔に努め実施して来ました。高齢化による
身体面の重度化で一人一人に時間はかかりますが、事故や怪我が無いよう日々神経を集
中させ対応行いました。皮膚の変化を見逃さないよう気を払い、浴後の必要な処置も適切
に行い、家族や担当職員等への連絡調整も行いました。　
今年度はお湯が不足する事態は無く、又簡易浴槽で個浴も対応でき、満足して頂けたと思
います。
排泄については、年々介助を必要とする方が増え、今年度は昨年の倍の人数となりまし
た。その為、定時になるとトイレは混雑し、自立されている方へ迷惑をかけた事も多々ありま
した。しかし、介助を要する方については、時間毎の誘導を続ける事で失禁が減少し、また
尿意や便意の認識が出来るようになられた方もおられます。
バスハイクについては、高齢化により年々希望される方は減少していますが、出来るだけ
季節感を感じて頂きたく、実施しました。天候の都合で満足な結果が得られない事もありま
したが、バスハイクは今後も利用者の希望に応じて計画して行きます。今年度は「夢かなえ
が出来なかった事が反省点です。

今年度も益々高齢化し、心身状態の重度化で、冬場や夏場に体調を崩されると、在宅復
帰が難しく、安定した利用が継続出来ませんでした。今後はこの点を踏まえ、機能訓練の内
容の検討を行います。また、その他活動内容の根本的な見直しを行い、心身共に向上され
るよう支援して行きます。

今後も出来る限りのサービスで身心状態の低下を予防し、少しでも長く在宅での生活を
続けて頂けるよう、生活リハビリの強化にも努めて行きます。

地域の中で、家族の介護負担の軽減を図るとともに、独居の方が安心して楽しく自宅での
生活を続けていけるように、今後も個人の心身の状態に合わせた支援・介護ができる専門
職を養成し配置していきます。

ご利用者が心身共に健康に在宅生活を続けていけるようお手伝いをさせて頂きます。
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	要介護5
	実利用者計
	利用率
	１日平均
	延入浴　人数
	入浴　　　利用率
	

	４月分
	２６回
	５１４名
	４４６名
	３名
	４名
	1３名
	12名
	5名
	２名
	0名
	3９名
	８６．８％
	１７．２名
	３９６名
	８８．８％
	

	５月分
	２６回
	５４２名
	４９８名
	２名
	４名
	1５名
	15名
	4名
	２名
	0名
	４２名
	９１．９％
	１９．２名
	４３１名
	８６．５％
	体験（支１支２）2名含む

	６月分
	２６回
	５６０名
	４８９名
	２名
	４名
	1４名
	1２名
	５名
	３名
	0名
	４０名
	８７．３％
	１８．８名
	４２３名
	８６．５％
	

	７月分
	２６回
	５４６名
	４９１名
	２名
	３名
	１４名
	11名
	６名
	３名
	0名
	３９名
	８９．９％
	１８．９名
	４３１名
	８７．８％
	

	８月分
	２７回
	５７０名
	４８５名
	２名
	３名
	１６名
	11名
	６名
	３名
	0名
	４１名
	８５．１％
	１８．０名
	４０８名
	８４．１％
	体験（介２）　含む

	９月分
	２６回
	５２４名
	４７４名
	３名
	３名
	１６名
	10名
	６名
	2名
	1名
	４１名
	９０．５％
	１８．２名
	４１７名
	８８．０％
	

	１０月分
	２６回
	５０３名
	４７１名
	２名
	３名
	1４名
	10名
	６名
	2名

	1名
	３８名
	９３．６％
	１８．１名
	４０２名
	８５．４％
	

	１１月分
	２６回
	５２７名
	４９１名
	２名
	３名
	16名
	10名
	６名
	2名
	1名
	４０名
	９３．２％
	１８．９名
	４２４名
	８６．４％
	

	１２月分
	２７回
	５８４名
	５１２名
	２名
	３名
	1５名
	11名
	６名
	2名
	1名
	4０名
	８７．７％
	８７．７名
	４３３名
	８４．６％
	

	１月分
	２５回
	５０１名
	４６０名
	３名
	３名
	1６名
	11名
	６名
	2名
	1名
	4２名
	９１．８％
	９１．８名
	３８６名
	８３．９％
	

	２月分
	２４回
	４９５名
	４２５名
	3名
	３名
	14名
	10名
	６名
	２名
	1名
	39名
	８５．９％
	16.5名
	３６６名
	８６．１％
	

	３月分
	２７回
	5２５名
	４７８名
	２名
	5名
	1４名
	10名
	６名
	2名
	1名
	３８名
	９１．０％
	17.8名
	４１１名
	８６．０％
	

	計
	３１２回
	６３９１名
	５７２０名
	２８名
	３９名
	177名
	133名
	６８名
	2７名
	７名
	４７９名
	-
	-
	４９２８名
	-
	

	平均
	２６回
	５３２．６名
	４７６．７名
	２．３名
	３．３名
	１４．８名
	11.1名
	５．７名
	２．３名
	０．６名
	４０名
	８９．５％
	１８．３名
	４１０．７名
	８６．２％
	


平成２８年度デイサービスセンターすみれ園　事業実施状況

成２８年度デイサービスすみれ園　保険外利用一覧
	月
	介護度
	実人数
	延人数
	利用料
	合　計

	４月
	要介護
	０人

	０人

	0円
	０円

	
	要支援
	０人

	０人

	0円
	

	５月
	要介護
	０人

	０人

	0円
	１，６６０円

	
	要支援
	２人

	２人

	１，６６０円
	

	６月
	要介護
	０人

	０人

	0円
	０円

	
	要支援
	０人

	０人

	0円
	

	７月
	要介護
	０人

	０人

	0円
	０円

	
	要支援
	０人

	０人

	0円
	

	８月
	要介護
	１人

	１人

	0円
	８３０円

	
	要支援
	０人

	０人

	８３０円
	

	９月
	要介護
	０人

	０人

	0円
	０円

	
	要支援
	０人

	０人

	0円
	

	１０月
	要介護
	０人

	０人

	0円
	0円

	
	要支援
	０人

	０人

	0円
	

	１１月
	要介護
	０人

	０人

	0円
	0円

	
	要支援
	０人

	０人

	0円
	

	１２月
	要介護
	１人

	１人

	0円
	８３０円

	
	要支援
	０人

	０人

	８３０円
	

	１月
	要介護
	０人

	０人

	0円


	０円

	
	要支援
	０人

	０人

	0円


	

	２月
	要介護
	０人

	０人

	0円


	８３０円

	
	要支援
	１人

	１人

	８３０円


	

	３月
	要介護
	０人

	０人

	0円


	０円

	
	要支援
	０人

	０人

	0円
	

	合計
	要介護
	２人
	２人
	１，６６０円

	
	要支援
	３人
	３人
	２，４９０円

	
	総　計
	５人
	５人
	４，１５０円


４）ケアハウスすみれ園
平成２８年度は、退居者数３名、入居者数２名、入居者の平均年齢８６．5歳　と、前年比０．２歳減
で、入居者の９２．3％が８０歳以上で高齢化しています。

鬱など精神面の落ち込みが見られる入居者もあり、心身の状態観察、健康管理に努め、家
族主治医, 担当ケアマネージャーなど関係機関と密な連携に努めました。

入院は、１3名中延べ３名。ショートステイ利用が、１３名中１名。

退居理由としては、入院後、介助が必要となられ他の施設に入所されました。

居室稼働率は、近隣に老人施設が増える中、入居者の獲得が年々難しくなって来ています。稼働率の低下は、今後の課題です。

入居者状況（平成２８年３月３１日現在）
	男　性
	3名

	女　性
	1０名

	計
	1３名

	
	

	男女別年齢構成
	

	年　齢
	男　性
	女　性
	計

	６０　～　６４
	０
	０
	０

	６５　～　６９
	０
	０
	０

	７０　～　７４
	０
	１
	１

	７５　～　７９
	０
	０
	０

	８０　～　８４
	０
	４
	４

	８５　～　８９
	２
	１
	３

	９０歳以上
	１
	４
	５

	計
	３
	１０
	１３


入居者の介護度
自立：１名
	要支援１
	要支援２
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５

	５


	４


	２


	１


	０


	０


	０




介護サービス利用人数（複数利用あり）
	訪問介護
	デイサービス
	デイケア
	福祉用具レンタル
	合　計

	９
	８
	１
	６
	２４


居室稼働率
・退居は原則として月末
・年間を通しての稼働率：９６．５％
	月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	居室数
	14


	14


	14


	14


	14


	14


	14


	14


	14


	14


	14


	14



	入居者数
	14


	14


	14


	14


	14


	1３


	1３


	14


	1３


	1３


	1３


	1３



	新入居者数
	2


	0


	0


	0


	0


	0


	1


	１


	0


	0


	0


	0



	退居者数
	0


	0


	0


	0


	0


	0


	1


	0


	１


	0


	0


	0



	稼働率
	100
	100
	100
	100
	100
	92.9
	92.9
	100
	92.9
	92.9
	92.9
	92.9


年間行事については、定例のお茶会、誕生会を行い楽しんでいただきました。バスハイクは

日用品の買い物の他、季節の花見・紅葉見学を行い季節感を味わっていただくとともに、入
居者間の親睦、気分転換を図ることが出来ました。季節の行事として運動会、敬老会、秋祭
りなど併設の特別養護老人ホームの行事に参加し、ケアハウス以外の方、地域の方との交
流も図れました。防災関係としては、年２回の避難訓練（昼間・夜間）・消火機器の点検・消
火訓練実施、防災意識を高めました。
実施行事内容
	
	行　事　内　容

	４月


	お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・避難訓練（昼間）

	５月


	お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・運動会

	６月


	お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・紫陽花見学

	７月


	お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・七夕

	８月


	お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）

	９月


	お茶会・バスハイク（買い物）・敬老会・水質検査（レジオネラ）

	１０月


	お茶会・バスハイク（買い物）・秋祭り・夜間避難訓練（夜間）

	１１月


	お茶会・バスハイク（買い物）・紅葉見学・

	１２月


	お茶会・バスハイク（買い物）・クリスマス会

	１月


	お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・お屠蘇会・新年会

	２月


	お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・梅林見学

	３月


	お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・水質検査（レジオネラ）


お茶会（２回/月）　バスハイク（１回/月）
今後は、入居者の高齢化に伴い、体調、精神面の変化に留意し健康で安全な生活を送っ
ていただけるように努めるとともに、個々の支援の必要性の見極め、家族、関係機関との細
かな連携に努めます。

また、引き続きケアハウスの入居待機者、入居者を得るために関係機関と連携を図り、広
　報に努めていきます。
５）　ホームヘルプサービスすみれ園
　　前年度に引き続き、平成２８年度も若干ではありますが利用者数の増加が見られました。
要支援者の利用人数は昨年度より減少見られるものの、要介護度１～３の利用者数に伸び
が見られました。加齢に伴い年々介護度が高くなる傾向にあり、介護度別利用人員では
４．８３％の増加となりました。
また、介護度が上がることで排泄面・食事面での介助の必要性が高くなり身体介護の利
　用が大幅に増え、サービス別延べ利用人員では２６．４％の増加となりました。特に要支援の
　方には介護度を悪化させない為に自立支援に資するサービスを提供し、一緒に掃除や洗
濯・整理整頓など声掛けを行い利用者の残存能力を活用しながらサービスの提供を行いま
した。
　　　また、２７年度より開始した介護保険外の自費利用は４月から１１月の期間利用された方が
２名おられ、月平均１～２回程度の利用で主に受診や買い物などの依頼がありました。

＜ サービスの状況＞

①身体介護
入浴介護や清拭は、常に利用者の健康状態を観察チェックし、利用者本人の意志を尊
重し、家族、ケアマネ及び主治医の連携のもとで、その状態に応じたサービスの提供に
努めました。

②生活援助

　　利用者の自立支援に心掛け、困難な面での掃除、洗濯、買い物、調理、整理整頓、補
　修などサービス計画に基づきサービスの提供に努めました。

　③介護予防

　　利用者と一緒に手助けをしながら、掃除、調理、洗濯物干し、たたみなどをすることによ
　り自立支援を促すとともに、安全確認の声掛けや疲労の確認を行いサ―ビスの提供に努
　めました。
◇ 介護度別利用人員
	
	4月


	5月


	6月


	7月


	8月


	9月


	10月


	11月


	12月


	1月


	2月


	3月


	合計

	要支援１


	４

	４

	４

	５

	７

	７

	７

	８

	８

	７

	５

	６

	７２


	要支援２


	１２


	１１
	１０

	９

	７


	９

	９

	９

	８

	８

	８


	８


	１０８


	要介護１


	１０

	１０

	１１

	１２

	１１

	１３

	１１

	１０

	１２

	１０

	１０

	９


	１２９


	要介護２


	５


	８

	７

	７

	６

	６

	５

	６

	６

	６

	６

	６

	７４


	要介護３


	４

	４

	５

	５

	５

	５

	５

	５

	５

	４

	５

	４

	５６


	要介護４


	１

	１

	２

	２２

	２

	１

	１

	１

	１

	１

	１

	１

	１５


	要介護５


	0


	0


	0


	0


	0


	０


	０

	０

	０

	０

	０

	１

	１


	合計


	３６


	３８

	３９

	４０

	３８

	４１

	３８

	３９

	４０

	３６


	３５

	３５

	４５５



	
	4月


	5月


	6月


	7月


	8月


	9月


	10月


	11月


	12月


	1月


	2月


	3月


	合計



	介護予防


	102


	84


	83


	79


	77


	80


	76


	90


	85


	77


	68


	55


	956



	身体介護


	131


	144


	195


	172


	172


	191


	223


	235


	240


	219


	214


	227


	2,363



	生活援助


	74


	80


	112


	106


	110


	115


	92


	90


	107


	102


	82

5


	88


	1,158



	身体生活


	44


	60

0
	68


	73


	62


	52


	67


	50


	52


	49


	52


	78


	707



	合計


	351


	368


	458


	430

18
	421


	438


	458


	465


	484


	447


	416


	448


	5,184




◇ サービス別延べ利用人員
６）ケアマネージメントサービスすみれ園

　１．認定調査

平成２８年度は大字大町地区の認定調査を担当しました。１ヶ月の平均調査件数は９件と
大字福母地区に比べると若干ですが少なめです。訪問時、認定を受けられる方から「以前
と比べて認定が軽くなった」との不満を時々、耳にしました。調査をする私達から見れば妥
当な認定結果であっても「受けられるサービス量が減ること」に対する不満や「年々、弱って
きているのに何故？」という疑問をぶつけられることもあり、対応に苦慮しました。
調査の結果に対して不満が出ないように１件１件、丁寧に調査を行っています。また平成
２８年１０月より介護保険の更新時に杵藤地区介護保険事務所より郵送されていた「更新申
請のお知らせ」が廃止となり、それに伴い、更新申請手続きが煩雑となり、認定の有効期間
の管理も難しくなっています。
　　
　２．居宅サービス計画

居宅サービス計画の作成にあたっては、利用者に対する適切なアセスメント（課題分析）
を行い、ニーズ（解決すべき課題）を明確にした上で、利用者の個別性に配慮しながら、そ
の人らしいケアプラン（居宅サービス計画書）の作成を行いました。また自立支援の観点か
ら利用者自らの意思に基づき、利用者の有する能力を最大限に活用し、自立した質の高い
生活が送れるよう取り組みました。サービス利用開始後は、毎月自宅でモニタリング（本人及
び家族との面談し、心身状態の把握やサービスが適切に実施されているか等を把握）を実
施し、その状況により３ヶ月から半年毎にプランの評価を行い、必要に応じてケアプランの変
更等を行いました。また介護保険の更新があった場合は主治医や各サービス提供事業者
からの専門的な意見を聴取し、より充実したケアプランとなるよう心掛けています。
平成２８年度は給付適正化事業の一環として杵藤地区介護保険事務所からのケアプラン
点検を受けました。ケアプラン点検により、これまで行っていたアセスメント、プランの作成、

モニタリング、プランの評価、目標の再設定のサイクルについて、より細かな記録が必要の
指摘を受けた為、記録の充実に取り組んでいます。

　３．サービス調整

利用者が住み慣れた地域で自立した生活が継続できるよう、必要に応じて細かにサービ
　スを調整しています。利用日の変更や利用時間の変更などの軽微な変更から、新たなサー
ビス導入や心身状態の急激な変化によるプランの見直しなどサービス担当者会議の開催
が必要となる大きな変更まで調整の内容は様々です。
平成２８年度は医療ソーシャルワーカーからの新規利用者の紹介が比較的に多く、退院
　後に介護保険を利用して在宅生活を送りたいとの依頼でサービスの調整を行っています。
退院後、しばらくは心身状態の変化が起こりやすいため、頻回な訪問やサービス提供事業
者への確認などにより在宅復帰後の生活が安定して送れているか確認し、必要に応じてサ
ービスの調整を行っています。
平成２８年４月の居宅サービス計画作成件数６９件のうち、平成２９年３月末の時点で特別
養護老人ホームへ入居された方が１４名、他界された方が４名、要支援になり予防プラン
への移行された方や元気になりサービス終了となった方が３名、老人保健施設への入居
などが２名となっています。利用者が施設入所を希望された場合、要介護３～５までの介
護度の重い方は特別養護老人ホームへの入居が比較的スムーズに出来ていますが、要
介護１、２の介護度の軽い方は特別養護老人ホームへの入居が原則できなくなり、金銭
的な問題がある方は有料老人ホームや宅老所への入居が難しく、施設入所の希望に添
えないことも少なくありません。
また糖尿病によるインスリン管理や胃ろう、経鼻栄養で頻回な喀痰吸引が必要な方など、
家庭であれば家族で対応できる医療行為が、施設では看護師しかできないなどの制約
があり、医療的管理が必要な方のショートステイや施設入所が難しい状況は継続していま
す。
　　　

	
	居宅サービス計画作成件数
	認定調査件数

	
	要介護
	要支援
	

	4月
	６９
	１１
	５

	5月
	６９
	１１


	９

	6月
	７３
	１１
	７

	7月
	７４
	１０
	１６

	8月
	７２
	１１
	9

	9月
	７２
	１０
	9

	10月
	７０
	８
	１１

	11月
	７５
	９
	１３

	12月
	７７
	９
	８

	1月
	７２
	９
	５

	2月
	７５
	９
	９

	3月
	７７
	１０
	１１

	合　計
	８７５
	１１８
	１１２

	平　均
	７２．９
	９．８
	９．３


７）　在宅介護支援センターすみれ園

　１．配食サービス調査
町内の６５歳以上の配食サービスを希望する独居高齢者や高齢者夫婦世帯の方に対し
　て初回の訪問調査を大町町からの委託を受けて行っています。件数は２ヶ月に１件程度で
す。

平成２７年度に比べて調査の件数は半分程度に減っており、買い物難民が多いと言われ
　る大町町ですが、生協やセブンイレブンの配達、タクショクを利用するなど工夫して暮らされて
いるようです。大町町の配食サービスは自立支援の観点から、心身状態や家族状況、買い
物のできるお店までの距離などを総合的に判断し、配食利用回数を週１～７回まで決定さ
れるため、希望者全員が希望する回数利用できるわけではなく、希望者にとって利用し難
い制度なのかも知れません。

２．その他

介護保険の認定を受けておられ本来であれば何らかのサービス利用が必要と思われる方

であっても、サービス利用を拒否される場合があります。独居で近くに支援してくださるご家
族がいらっしゃらない場合にサービス利用には繋がらなくても訪問や電話で定期的に心身
状態の把握を行ない、包括支援センターへ繋げ、包括支援センターと連携しながら地域で
生活が継続できるよう必要に応じて支援しています。

配食サービス調査
	月
	人数
	月
	人数

	４月
	１


	１０月
	０

	５月
	１


	１１月
	０

	６月
	１


	１２月
	１

	７月
	０


	１月
	０

	８月
	０


	２月
	０

	９月
	１


	３月
	1

	平均
	０．５

	合計
	６


８）　有料老人ホームすみれ園

　　　　　　　　　　　　　　　
平成２８年度入居者数と平均介護度
	月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	1０月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	入居者数
	10
	12
	12
	12
	12
	13
	12
	12
	12
	12
	12
	13

	平均介護度
	2.6
	2.1
	2.3
	2.3
	2.3
	2.2
	2
	2
	2
	２
	2.2
	2.2


　入居者の　入所前の状況

　　入所前独居者・・・・・・１２％　　　　　　入所前家族と同居・・・・・０％
　　病院からの入所・・・・・５０％　　　　　　施設からの入所・・・・・・３８％

入居者の在宅サービス利用状況

　　デイサービス利用・・・・・・・８８％　　　　　　　　　　訪問介護サービス利用・・・・・・１００％

　　訪問リハビリ・・・・・・・・・・・・３３％　　　　　　　　　　福祉用具貸与　　・・・・・・・・・・・１６％　
平成28年度入所状況
	月
	入所者数
	介護度
	月
	入所者数
	介護度

	５月
	３名
	要介護２（２名）　要介護３（１名）
	２月
	１名
	要介護３

	９月
	２名
	要介護３（１名）
	３月
	１名
	要介護２

	１１月
	1名
	要介護１
	
	
	


　入所理由（８名）

　・認知症の進行により独居生活が危険になった

　・病院で医療的な治療は終了したが心身や住宅環境の問題から在宅生活は困難となった。
　・都会の施設で生活していたが、生まれ育った土地で生活したく入所となった。
　・ケアハウスで生活していたが心身の低下により入所となった。

　　　　　　　　　　　　　
	４月
	１名
	要介護　５
	９月
	２名
	要介護４　要介護１

	８月
	１名
	要介護　２
	１月
	１名
	要介護　１


平成28年度退所状況
退所理由（５名）

　・長期にわたって医療的治療が必要となった。
　・介護度が重くなり特養、老健施設への入所となった
　・被害的妄想により他の入居者からの苦情が増え退所をお願いした。　
　生活の援助について
　１．日常生活の援助について
①食事

身体状況や嗜好を考慮した食事の提供により、ほとんどの入居者が平均9割以上の摂取
状態だった。介助が必要となられた入居者に対しては、時間に応じてヘルパー、有料職
員、夜勤者で対応した。
②排泄
居室のトイレでほとんどの方が自分で排泄できているが、時間誘導や見守り、オムツ交換
が必要な入居者に対しては時間に応じて、ヘルパー、有料職員、夜勤者で対応した。
③環境整備
居室内の清掃は定期的なヘルパー利用時に対応してもらい有料職員は施設館内の共
有の場の環境整備に努めた。
　　　中庭の花壇や野菜つくりは入居者が興味を示され季節感を味わえる場所となった。
④清潔保持
入浴はデイサービス、ヘルパーを利用して頂いた。
リネンの交換や衣類の洗濯、管理については定期的なヘルパー利用にて行った。
　　　　

２．生活用品、医療費等の金銭管理について

　　　９０％近くの利用者が日常の生活費分の金銭管理を依頼されている。

　　　主に生活用品の購入（衣類や電池、石鹸類、好みのおやつ等）散髪代、医療費などへの
　　　支出となっている
　

　３．健康管理について

入居者の服薬管理、食事、排泄のチェックを行い、また他のサービス機関との情報交換、
医療機関への情報の提供を行っていった。
入居者は高齢の在宅生活者であるので医療機関の休日や診療時間を考慮した上で体調の
変化時は早め早めの受診や主治医の指示を仰ぐように努めた

　

９）　障害者相談支援センターすみれ園
事業に当たっては、障害者（障害児）が自立した日常生活又は社会生活を営むことができ
るよう、障害者（障害児）の意思決定の支援に配慮するとともに行政機関、関係機関との緊密
な連携を図りつつ総合的に障害者（障害児）相談支援を行ってきました。
また、障害者（障害児）の心身の状況、その置かれている環境等に応じて障害者（障害児）
の選択に基づき、適切な障害福祉サービス等が多様な事業者から総合的かつ効率的に提供
されるよう配慮いたしました。
　　　指定相談支援の実施に当たっては、障害者（障害児）の意思及人格を尊重し、常に当該
障害者（障害児）の立場に立って、支給決定障害者（障害児）に提供される障害福祉サービス
等が特定の種類又は特定の障害福祉サービス事業者に不当に偏することのないよう公正中
立に行いました。
事業の運営に当たっては、常に障害者（障害児）の立場に立って、市町村、障害福祉サー
ビス事業者等との連携を図り、地域において必要な社会資源の改善開発に努力致しました。
以上のことについては、電話相談、訪問、来所による相談、各関係機関との連絡調整を
障害者相談支援センターにて行いました。更に、佐賀県相談支援協議会・杵藤地区自立援
協議会幹事会・杵藤地区精神ネットワーク協議会へ定期参加をしました。
また、杵藤地区精神病院連絡会議への参加。特定相談支援事業として、基本相談、障害者（児）サービス等利用計画案の作成、モニタリング、国保連への給付費請求業務事務作業もセンターにて行いました。
　職員研修
　　・外部研修（Off－JT）
　　　認定調査研修、難病患者在宅療養支援研修、高次脳機能障害研修、成年後見人制度
研修、認知症と精神疾患対応研修、自殺予防対策研修についてに参加致しました。
